
【鶴岡第２地方合同庁舎 事業概要】
敷地面積 ： 約3,900㎡ 延床面積：約3,500㎡
構 造 ： 鉄筋コンクリート造（3階建て）
入居官署 ： 鶴岡税務署、鶴岡公共職業安定所

山形地方検察庁鶴岡支部・鶴岡区検察庁
鶴岡市（防災資機材庫）

完成時期 ： 令和４年度（予定）

○ 事案の検討が始まった契機
・ 鶴岡市が、国土交通省のシビックコア地区整備制度を活用
し、平成１４年７月に「鶴岡学術文化交流シビックコア地区整
備計画」を策定。
・ 同地区のうち市立病院跡地を中心とした街区をアクションエ
リアと定め、官公庁施設を核とした都市基盤整備事業等を重
点的に事業化するエリアとされた。

○ 基本方針等
・ 老朽・狭隘化が進んでいる国の行政機関を集約立体化し、
鶴岡第２地方合同庁舎を整備。その用地は国と市の土地交
換で手当て。
・ 合同庁舎１階に鶴岡市の防災資機材庫を合築整備。

○ 事案のポイント
・ 市立病院跡地を合同庁舎用地として活用することで、中心
市街地のまちづくりのスタートアップに寄与。また、市立病院
跡地との交換により市有地となった財産を、市においてまち
づくりに活用する動きが波及（看護専門学校の移転新築の
候補地など公共的な利用を計画中）。
・ 合同庁舎の整備によって、住民の利便性の向上、公共施
設の機能連携が図られる。
・ 市の防災資機材庫の合築により、地域の防災機能が充実。

国公有財産の最適利用の事例

≪国の合同庁舎の建設及び市施設の整備 （山形県鶴岡市）≫
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現 在：地検鶴岡支部・区検（国）
移転後: 公共的な利用を計画（市）

現 在：鶴岡税務署（国）
移転後: 看護専門学校の移転新築

候補地（計画）（市）

鶴岡公共職業安定所

鶴岡第２地方合同庁舎

国土地理院の地図を加工して作成

都市機能の集積を図るべき地区
中心市街地としての役割強化を進めるエリア
国機関の移動
市立病院等の移動


